
写真 1　牛田古墳群発掘調査報告書

　　　　　　　（令和 5年 3月発行）

令和５年度

牛田・川除地区発掘ニュース
4月号　　　　　 通算 57号

回  覧

　令和 2 年度に発掘調査を行った、「牛田古墳群」の発掘調

査報告書が刊行されました。

　発掘調査報告書は、開発等によってやむを得ず失われて

しまう遺跡を発掘調査によって記録し、遺跡の詳細を報告

書として遺したものです。遺跡はなくなってしまいますが、

報告書が作られることで、様々な利活用ができるようにな

ります。このような方法は「記録保存」といって、貴重な

遺跡などが消えてしまうような場合にやむを得ず使用され

『牛田古墳群発掘調査報告書』 を刊行しました。

る方法です。

　藤岡市には 1, 5 1 1 基（平成

28 年時点）の古墳があったこ

とがわかっており、特に旧藤

岡市域に集中しています。そ

の中で牛田古墳群は小規模な

古墳群であるため、これまで

あまり注目されてきませんで

した。

　しかし、発掘調査の結果、

様々な発見がありました。特

に注目されたのは、古墳時代

の藤岡市を特徴づける模様積石室が良好な状態で複数見つ

かったことです。これまでも模様積石室は発掘されていま

すが、市内で状態が良くかつまとまって見つかったのは牛

田古墳群が初めてです。見つかった模様積石室は、それぞ

れ特徴が異なり、古墳を作った人々の創意工夫を感じさせ

ます。石室内は盗掘されていましたが、小形の鉄製品（鉄鏃・

鉄刀など）やガラスや石で作られた美しい玉類が見つかり、

埋葬の状況が推測できました。

　その他にも古墳から出土した土器や図面・写真が掲載さ

れており、牛田古墳群の

内容について知ることが

できます。

　一般頒布や販売は行っ

ていませんが、4 月以降

に図書館や藤岡歴史館で

ご覧いただくことができ

るかと思います。お手に

とってご覧いただければ

幸いです。

　令和 5 年度で本事業は

完了となります。あと 1

年ですが、よろしくお願

い致します。

写真 2　様々な模様積石室

写真 3　見つかった副葬品
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　発掘調査報告書は、開発等によってやむを得ず失われて
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岡市域に集中しています。そ

の中で牛田古墳群は小規模な

古墳群であるため、これまで

あまり注目されてきませんで
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　しかし、発掘調査の結果、
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鉄刀など）やガラスや石で作られた美しい玉類が見つかり、
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内容について知ることが

できます。

　一般頒布や販売は行っ

ていませんが、4 月以降

に図書館や藤岡歴史館で
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とってご覧いただければ
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完了となります。あと 1
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写真 1　「笑う埴輪」（藤岡市牛田字下毛田 発見）

　　　　　　　※藤岡歴史館で展示中

令和５年度

牛田・川除地区発掘ニュース
５月号　　　　　 通算 58号

回  覧

　群馬県営土地改良事業に伴い、平成 30〜令和 3 年度の 4

年間に渡って、川除屋敷裏遺跡の発掘調査を行いました。今

年度が最終年度となり、川除屋敷裏遺跡から見つかった牛田

廃寺跡と古代集落部分の報告書を作成します。

　牛田・川除地区は、神流川左岸の低地に位置し、給食セン

ターや防災公園がある藤岡台地とは、比高差が 10 m 程度も存

在します。牛田地区では、平和 30 年の群馬 HA N I - 1 グラン

プリで１位に輝いた『笑う埴輪』が発見されていますが、発

川除屋敷裏遺跡の概要 - 寺院と集落 -

掘調査が始まるまではどんな

遺跡があるかわからない謎の

地域でした。

　8 世紀に建てられた牛田廃

寺跡は、現在は水田となって

いる低地に眠っていました。

藤岡市では初めてとなる古代

寺院の発見です。牛田廃寺跡

からは、寺院の基礎や基礎を

飾る瓦積基壇、建築部材であ

る大量の瓦や大形の鉄釘が見

つかっており、1〜3 棟の建物

があったことがわかりました。

 牛田廃寺跡は、単独で存在していたのでなく、周辺には同

時期の住居跡が多数見つかっています。道路・水路を建設す

る部分だけしか発掘調査を行っていませんが、そこだけでも

40 0 軒以上の住居跡が見つかっており、発掘していない箇所

には、その何倍もの住居跡があるはずです。

　現在は水田が広がる牛田・川除地区には、牛田廃寺跡を中

心として営まれた古代の大集落が存在していたことがわかっ

てきています。集落は、藤岡市内の遺跡の中でも屈指の規模

であり、たくさんの人々が生活をしていました。その中には、

牛田廃寺跡の僧や関係者が居たに違いありません。

　

かわよけ      やしきうら　

かわらづみ  きだん

写真 2　牛田廃寺跡から見つかった沢山の瓦

写真 3　集落の発掘風景

写真 4　住居から見つかった日常の土器
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　群馬県営土地改良事業に伴い、平成 30〜令和 3 年度の 4

年間に渡って、川除屋敷裏遺跡の発掘調査を行いました。今

年度が最終年度となり、川除屋敷裏遺跡から見つかった牛田

廃寺跡と古代集落部分の報告書を作成します。

　牛田・川除地区は、神流川左岸の低地に位置し、給食セン

ターや防災公園がある藤岡台地とは、比高差が 10 m 程度も存

在します。牛田地区では、平和 30 年の群馬 HA N I - 1 グラン

プリで１位に輝いた『笑う埴輪』が発見されていますが、発

掘調査が始まるまではどんな

遺跡があるかわからない謎の

地域でした。

　8 世紀に建てられた牛田廃

寺跡は、現在は水田となって

いる低地に眠っていました。

藤岡市では初めてとなる古代

寺院の発見です。牛田廃寺跡

からは、寺院の基礎や基礎を

飾る瓦積基壇、建築部材であ

る大量の瓦や大形の鉄釘が見

つかっており、1〜3 棟の建物

があったことがわかりました。

 牛田廃寺跡は、単独で存在していたのでなく、周辺には同

時期の住居跡が多数見つかっています。道路・水路を建設す

る部分だけしか発掘調査を行っていませんが、そこだけでも

40 0 軒以上の住居跡が見つかっており、発掘していない箇所

には、その何倍もの住居跡があるはずです。

　現在は水田が広がる牛田・川除地区には、牛田廃寺跡を中

心として営まれた古代の大集落が存在していたことがわかっ

てきています。集落は、藤岡市内の遺跡の中でも屈指の規模

であり、たくさんの人々が生活をしていました。その中には、

牛田廃寺跡の僧や関係者が居たに違いありません。

　



写真 2　埴輪の表情の比較

　1: 笑う埴輪（藤岡市牛田）　　2: 髷を結った巫女（藤岡市神田・三本木古墳群）

　3: 頭巾を被った男性（藤岡市神田・三本木古墳群）

写真 1　「笑う埴輪」出土地点

　　　　（藤岡市牛田字下毛田）

1 2 3

牛田廃寺跡

令和５年度

牛田・川除地区発掘ニュース
6月号　　　　　 通算 59号

回  覧

笑う埴輪のなぞ　- 藤岡市牛田発見の人物埴輪 -

　藤岡市牛田字下毛田で発見された「笑う
埴輪」は、平成９年（1997）の道路拡幅工

事で偶然発見されました。出土地点には現

在看板があり、すぐ近くでは、牛田廃寺跡

が見つかっています。笑う埴輪は発掘調査

で見つかったものではないので、どのよう

な状態で出土し、どんな性格だったのかは

わかりません。令和元年には、看板の後ろ

（写真１）を発掘しましたが、埴輪や古墳

は全く見つからず、さらに謎が深まりました。

　「笑う埴輪」最大の特徴は、名前の通り、目を細めて愉快そう

に笑っているその表情です。普通、人物埴輪は写真 2－2・3の

ように無表情が普通で、「笑う埴輪」のように表情を持つ埴輪は

珍しいといえます。

　なぜ「笑って」いるのか、その理由を知ることは難しいですが、

埼玉県本庄市の「笑う埴輪」がヒントになるかもしれません。

　写真 3-1 は盾持ち人という埴輪で、古墳を外敵から守る盾を

持った人を表現しており、古墳の入口付近で出土しています。ま

た写真３-2 は農夫を表現した埴輪ですが、笑っている口元には

小石で歯を表現し歯を剥き出しにして笑っており、誰かを威嚇し

ているようにも見えます。

　古墳時代の「笑う」という行為には、外敵や邪気を防ぐ力があ

ると信じられていたのではないか、という考えがあり、本庄市の

「笑う埴輪」は笑って敵を威嚇しているのかもしれません。

　一方、藤岡市の「笑う埴輪」は、盾を持たず歯もなく、朗らか

に笑っているように見えます。埴輪の表情の意味は、完全に解明
されたわけではな

く、いくつかの意

味があったのかも

しれません。

　藤岡市の「笑う

埴輪」はどんな「笑

い」に見えますか？

し   も   だ

まげ み  こ

ずきん

写真 3　埼玉県本庄市出土の「笑う埴輪」
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　藤岡市牛田字下毛田で発見された「笑う
埴輪」は、平成９年（1997）の道路拡幅工

事で偶然発見されました。出土地点には現

在看板があり、すぐ近くでは、牛田廃寺跡

が見つかっています。笑う埴輪は発掘調査

で見つかったものではないので、どのよう

な状態で出土し、どんな性格だったのかは

わかりません。令和元年には、看板の後ろ

（写真１）を発掘しましたが、埴輪や古墳

は全く見つからず、さらに謎が深まりました。

　「笑う埴輪」最大の特徴は、名前の通り、目を細めて愉快そう

に笑っているその表情です。普通、人物埴輪は写真 2－2・3の

ように無表情が普通で、「笑う埴輪」のように表情を持つ埴輪は

珍しいといえます。

　なぜ「笑って」いるのか、その理由を知ることは難しいですが、

埼玉県本庄市の「笑う埴輪」がヒントになるかもしれません。

　写真 3-1 は盾持ち人という埴輪で、古墳を外敵から守る盾を

持った人を表現しており、古墳の入口付近で出土しています。ま

た写真３-2 は農夫を表現した埴輪ですが、笑っている口元には

小石で歯を表現し歯を剥き出しにして笑っており、誰かを威嚇し

ているようにも見えます。

　古墳時代の「笑う」という行為には、外敵や邪気を防ぐ力があ

ると信じられていたのではないか、という考えがあり、本庄市の

「笑う埴輪」は笑って敵を威嚇しているのかもしれません。

　一方、藤岡市の「笑う埴輪」は、盾を持たず歯もなく、朗らか

に笑っているように見えます。埴輪の表情の意味は、完全に解明
されたわけではな

く、いくつかの意

味があったのかも

しれません。

　藤岡市の「笑う

埴輪」はどんな「笑

い」に見えますか？



写真 2　笑う埴輪の特徴

写真 1　「笑う埴輪」出土地点

　　　　（藤岡市牛田字下毛田）

牛田廃寺跡

令和５年度

牛田・川除地区発掘ニュース
7月号　　　　　 通算 60号

回  覧

笑う埴輪のなぞ 2　- 頭部の装飾 -　

　牛田廃寺跡のすぐそば、藤岡市牛田字　

下毛田で発見された「笑う埴輪」は、平成

９年（1997）に偶然見つかりました。笑う

埴輪は発掘調査で見つかったものではな

く、出土状況にはわからないことが多いで

すが、前号では、笑う埴輪の表情について

見ていきました。今月号では、笑う埴輪と

はどんな人物埴輪だったのかを推測してみ

ましょう。

　現在の笑う埴輪の頭部は、坊主頭で何もなかったように見えま

すが、じっくり観察すると笑う埴輪の額に、帯状に粘土が剥がれ

た痕があることに気づきます（写真 2）。今は取れてしまってい

ますが、本来はここに何らかの装飾があったのでしょう。　

　額部分に装飾がある人物埴輪を探してみると、帽子をかぶった

埴輪があることに気づきます（写真 3）。写真 3は帽子のつばが

頭部を全周する今の麦わら帽子やシルクハットのような形の帽子

を被った人物埴輪（男性）です。古墳時代の帽子は、あの世へ行

く時の死者の被り物としての役割もあったらしく、帽子形埴輪（図

1）という帽子だけを表現した埴輪も藤岡市で見つかっています。

　おそらく笑う埴輪も、本来は写真 3のような帽子を被った埴輪

であったのでしょう。埴輪を細かく観察して、比較していくと様々
なことがわかっ

てきます。

　笑う埴輪は、

藤岡歴史館常設

展で展示中です。

是非ご自分の目

で観察してみて

ください。　

し   も   だ

粘土が剥がれた痕

拡大
写真 3　帽子を被った人物埴輪　　　　

　（伝群馬県出土）　奈良国立博物館蔵

図 1　帽子形埴輪　　　　　　　　　　

藤岡市平井地区 1号古墳出土　　
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　牛田廃寺跡のすぐそば、藤岡市牛田字　

下毛田で発見された「笑う埴輪」は、平成

９年（1997）に偶然見つかりました。笑う

埴輪は発掘調査で見つかったものではな

く、出土状況にはわからないことが多いで

すが、前号では、笑う埴輪の表情について

見ていきました。今月号では、笑う埴輪と

はどんな人物埴輪だったのかを推測してみ

ましょう。

　現在の笑う埴輪の頭部は、坊主頭で何もなかったように見えま

すが、じっくり観察すると笑う埴輪の額に、帯状に粘土が剥がれ

た痕があることに気づきます（写真 2）。今は取れてしまってい

ますが、本来はここに何らかの装飾があったのでしょう。　

　額部分に装飾がある人物埴輪を探してみると、帽子をかぶった

埴輪があることに気づきます（写真 3）。写真 3は帽子のつばが

頭部を全周する今の麦わら帽子やシルクハットのような形の帽子

を被った人物埴輪（男性）です。古墳時代の帽子は、あの世へ行

く時の死者の被り物としての役割もあったらしく、帽子形埴輪（図

1）という帽子だけを表現した埴輪も藤岡市で見つかっています。

　おそらく笑う埴輪も、本来は写真 3のような帽子を被った埴輪

であったのでしょう。埴輪を細かく観察して、比較していくと様々
なことがわかっ

てきます。

　笑う埴輪は、

藤岡歴史館常設

展で展示中です。

是非ご自分の目

で観察してみて

ください。　

ひたい　

ぼうし　

   ぼうし  が た   はにわ


















